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研究要旨                       
患者の身体的・時間的負担を軽減する照射法の開発を行った。
現在、進行中の早期喉頭癌に対するランダム化比較試験（JCOG0
701）の研究事務局として試験の運営にあたった。370例の登録
を終了した。放射線治療の質を担保するため遠隔診断を用いたQ
A活動を行い、不適切な照射がないことを確認した。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得：なし 
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Ａ．研究目的 
    現在、進行中の早期喉頭癌に対するランダム
化比較試験（JCOG0701）の円滑な運営を行う。
また、放射線治療の質を担保するためのQA（品
質保証）を行う。 
 
Ｂ．研究方法 
   JCOG0701の研究事務局として参加施設と連絡
を取り円滑な患者登録、プロトコル治療、CRFの
回収に努める。遠隔診断を用いて放射線治療の
質の確保を行う。 
（倫理面への配慮） 
   JCOGデータセンターと定期的なモニタリング
を行い、安全な試験の運営に努める。 
 
Ｃ．研究結果 
    昨年1月に370例の登録を終了した。大きな有
害事象もなく経過している。定期モニタリングで
安全性、登録の適格性に問題がないことを確認し
た。放射線治療のQAを完了させた。 
 
Ｄ．考察 
    試験は順調に進行している。重篤な有害事象
もなく、再発症例も両群あわせての解析ではある
が想定の範囲内であった。 
QA活動を通じて不適切な治療が行われていな
いことを確認した。 
 
Ｅ．結論 
 ランダム化比較試験を行い、安全で有効な治療
開発を進めた。QA活動を通じて放射線治療の質の
確保が担保された。 
 
 



 


